
長期研修員 宮前 嘉則

（概要版）

自分の考えを論理的に書く力をはぐくむ国語科指導の工夫
－書く過程に読み手の立場に立って表現を振り返る活動を取り入れて－

価値観の多様化

人間関係の希薄さ

自分の考えを相手に理解してもらうって難しい

・根拠が主張とずれている

・根拠が具体的でない
・構成の工夫がない

読み手を意識させたのは、

書く冒頭や書き上げた後の
推敲場面であった

家庭

学校生活

社会

これまでの
国語科指導

各調査結果

一貫性のある文章を書く

ことや相手意識を明確に
することに課題がある

生徒の実態

しかし

互いの考えを伝え合うことが必要

主題設定の理由

を取り入れます

「主張は矛盾していないかな ？ 」
「どの根拠や構成になれば読み手に
納得して もらえるかな？ 」

自分の書く活動や書いたものを、
読み手が納得できる表現かどうか
を見直します

表現を
振り返る活動

文章を書く過程に

読み手が納得する文章かな？

本研究の着眼点

そこ で



「
振
り
返
り
の
観
点
」

張
○
自
分
の
主
張
を
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。

主
○
自
分
の
主
張
が
最
後
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。

○
主
張
と
根
拠
に
つ
な
が
り
が
あ
る
。

○
自
分
の
体
験
や
見
聞
し
た
こ
と
、
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し

料

た
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。

材
○
人
名
・
地
名
・
会
話
、
数
字
を
使
っ
て
、
分
か
り
や
す
く

書
い
て
い
る
。

○
個
人
の
感
想
で
な
く
、
共
感
で
き
る
根
拠
で
あ
る
。

成
○
予
想
さ
れ
る
反
論
と
そ
の
再
反
論
を
あ
げ
て
い
る
。

構
○
根
拠
の
数
や
順
序
、
主
張
の
位
置
の
工
夫
が
あ
る
。

他
○
文
末
表
現
（呼
び
か
け
）を
工
夫
し
て
訴
え
て
い
る
。

○
一
文
を
短
め
に
書
く
。

授業実践
「○中パワーアップ作戦

－自慢できる学校にするための提言をしよう－」中学２年（全７時間）

【「振り返りの観点」に気付く】

「このポイントに気を付けれ
ば、読み手に納得してもらえ
る文章が書けるんだ！」

表
現
を
振
り
返
る
活
動

選 材

具体化

構 成

推 敲

記 述

課題設定

「振り返り
の観点」

活 用

「
読
み
手
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
文
章
を
書
こ
う
」

自分の考えを論理的に書く力をはぐくんでいる生徒

つかむ
過程

追究する
過程

清 書

交 流

まとめる
過程

文章を
書く過程

【「振り返りの観点」を基に
適切な表現かを見直す】

【表現の変化を自覚し
次のめあてをもつ】

「この根拠は実際の体験なの？」
「たくさんってどのくらい？」
「反論を入れた方がいいよ！」

「○○を意識したことでわかりやすい
文章になった。次は、◎◎に気を付け
て、より効果的な表現にするぞ！」

表現を
評価し合う活動

表現を
考える活動

表現を
読み合う活動

研究基本構想図

表現を考える活動 （つかむ過程）

表 現 Ｂ

主張をはっきり書いている（同じ主張）

表 現 Ａ

☆２つの根拠
・自分の体験と見聞
・調査結果
・具体的な時間、数値
人物、場所で表記

☆３つの根拠
・個人の感想によるもの
・具体的でない

○最初に主張
○呼びかけ（一文）

○最初と最後に主張
○反論とその再反論
○呼びかけ（三文）

材料

構成

モ デ ル と な る 表 現

モデルとなる表現から、読み手が
納得できる文章を書くためのポイン
ト「振り返りの観点」を考えました



【
根
拠
】
一
人
で
も
い
な
い

と
や
る
気
が
出
な
い

適切な根拠にする場面では…

質問や助言をし合って
適切な根拠にします

・合唱祭の時、みんなで声かけをして練習を頑張ったことを書こう！

・「やる気が出ない」は共感してもらえないから違う表現にしよう！

「実際に練習しない人がいたの？」
「その時はどんな気持ちだった？」
「やる気が出ないって人によって
感じ方が違うよ」 など

【
主
張
】
行
事
の
練
習
は
み
ん
な
で

協
力
し
た
方
が
い
い

表現を読み合う活動 （追究する過程）

◎体験が具体的でわかりやすい！
◎具体的な場所や人の名前があって

説得力がある！
◎呼びかけの文が効果的だ！
●最後にも主張を書いた方がいいよ
●再反論の内容をもっと考えて 等

二次意見文

一次意見文

「体験や反論を入れたことで、一次意見文よ
りもわかりやすい文章になりました。次は、
再反論をもっと具体的に書きたいです。

読み手からの評価

感想

根拠や構成の
ワークシート

「振り返りの観点」が取り入れら
れているかどうか教え合いました

今までの学習の様子を１枚にまとめました

一次意見文の構想表

二次意見文の構想表お互いの表現を読み合い、適切
な根拠や構成の工夫をしました

体験

体験

引用
数字

反論

主張
主張

呼びかけ

呼びかけ

この構想表を基に二次意見文を清書しました

表現を評価し合う活動 （まとめる過程）



問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：研究企画係 ０２７２－２６－９２１２（直通）

【課題】

・友人から助言を受けるものの自力では修正できなかったり、適切な助言が

得られなかったりする生徒、構成上、観点を取り入れてはいても、記述

内容に不十分さが見られる生徒がいました。

・「振り返りの観点」の内容について、学年段階の系統性を踏まえて、

吟味する必要があります。

二つ目は、協力して取り組むこ とによ って、みんなで協力する
こ との大切さが学べるからです。一年生の高原学校の時、カ
ッターを漕いだ のを覚えていますか。ク ラス全員で声をそ ろえ
て、カッターがどんどん進んでいった ときは嬉しかった です。

二次意見文

これに対して、協力して取り組まなくても本番で力を出せばいいと思っている人も
いるかもしれません。しかし、普段の練習に取り組まない人は本番でも力は出せな
いのではないでしょうか。市総体で優勝した先輩もお別れ会時、「毎日の積み重ね
が大切だ」と言っていました。

生徒の二次意見文から

高原学校のカッター訓練の体験を具体化しました。根拠
の順番を書いたり、呼びかけの文を入れたりしました。

反論と再反論を取り入れました。呼びかけの文
を入れたり、先輩の言葉を引用したりしました。

た く さ ん の 「 振
り 返 り の 観 点 」
を 取 り 入 れ る こ
と が で き ま し た

観点を取り入れた
文章例（抜粋）

成果と課題

【成果】

・モデルとなる表現から、読み手が納得できる根拠や構成について

考え、「振り返りの観点」を導き出すことができました。

・「振り返りの観点」を基に、適切な根拠にしたり、構成の工夫

をしたりすることができ、読み手に納得できる意見文を書くこ

とができました。

・自分の表現を客観的に見ることができ、さらに効果的な表現にするめあてを

明確にもつことができました。

1

4

30

16

10
13

6

3 3

9

13
12

4

22 23

27

0

5

10

15

20

25

30

35

自
分
の
体
験

見
聞
し
た
こ
と

調

べ
た
こ
と

地
名
人
名
会
話

数
字

反
論
と
再
反
論

主
張
の
位
置

呼
び
か
け

一次意見文 二次意見文

調査数３２名 複数回答

二次意見文に取り入れた観点


